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先週のマーケット動向（12 月 6 日～12 月 10 日） 

為替、株式           

  Open High Low Close Chg 

USD/KRW 1,184.0  1,186.1  1,172.8  1,181.3  ▲1.2 

JPY/KRW 10.4742  10.5093  10.3144  10.4061  ▲0.015 

KOSPI 2,954.82  3,036.13  2,932.49  3,010.23  ▲41.90 

 (Source: SMBS, Bloomberg) 

先週のドル/ウォン相場は下落した。 米株が下落した先々

週末のリスクオフの展開を引き継いで1,184.0ウォンでオ

ープン。しかし6日、7日と先週から継続している外国人投

資家の株買いで連日KOSPIが上昇すると、ドル/ウォンは上

値重く推移した。8日は海外時間ではオミクロン株による

重症化の可能性が低いとの報道を受けリスク性資産に買い

戻しが入る中、前日比やや下落した1,177.2にてオープン

し、その後は新しい材料に欠ける中で終始方向感に乏しい

展開。9日はオミクロン株への過度な懸念が弱まり1,173.5

ウォンでオープン。しかし来週のFOMCを控えた警戒感や

1,170ウォン前半での押し目買いが支え要因となりじりじ

りと上昇し、続く週末10日も米11月CPIを控えて全体的に

ドル買いとなる中で1,180ウォンを上抜け、結局先週末対

比1.2ウォン下落した1,181.3ウォンでクローズした。 

 

今週の見通し 

今週のドル/ウォン相場は比較的軟調な展開を予想する。注

目されていた先週の米11月CPIは市場予想通りで過度なイン

フレへの懸念が後退し、米国の金融政策の前倒し観測が後

退。週初は先週末の流れを引き継いだ株式市場の堅調推移

に連れる形でドル/ウォンは上値の重い展開が想定される。た

だ今週は水曜日にFOMCを控えているため、通過するまでは大

きな方向感が出ることは期待しづらい。また、国内の新型コロ

ナウイルス感染者が高止まりしていることからドル/ウォ

ンはの下値も限定的。今週のドル/ウォンは大きな方向感が

出づらい中で、どちらかと言えば上値の重い展開を予想する。 

予想レンジ 

USD/KRW JPY/KRW USD/JPY 

1167 ～ 1192 10.22  ～ 10.52  112.6  ～ 114.6  

 

* USD/KRW chart (source: Bloomberg)  

 

* JPY/KRW chart (source: Bloomberg) 

 

 
今後の予定 

 

 

13日(月) 日 10月 機械受注 確定値
日 4Q 日銀短観 

14日(火) 日 10月 鉱工業指数 確報値
米 11月 PPI 

15日(水) 韓 11月 失業率 
米 12月 NY連銀製造業指数 
中 11月 鉱工業生産 
中 11月 小売売上高 
米 11月 小売売上高 
米  FOMC 政策金利発表 

16日(木) 欧 12月 サービス業PMI 速報値
米 12月 サービス業PMI 速報値
米 12月 製造業PMI 速報値
欧 12月 製造業PMI 速報値
米 11月 鉱工業生産 
米 11月 住宅着工件数 
日 11月 貿易統計 
欧  ECB 政策金利発表 

17日(金) 欧 11月 CPI 確報値
日  BOJ 政策金利発表 


